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－１－ 

マルチスリット側溝とは？ 



 

 

安全性・歩行性に優れたフラットタイプ 

 

通常の道路用側溝同様に車道隣接部に使用できる他、 

Ｔ-25 横断設計が可能なため交差点などの横断部に 

使用できます。 

横断用・縦断用に対応しています。 

 

 

主な実績 

通常、道路隣接部に使用する側溝の蓋同様に上面がフラットであるため、その代替として県道・国道・民間

を通して使用されています。また、独自の集排水性能のため路面上の流水量が多いところや、蓋のガタツキ

による騒音・振動がない点を評価され、交通量の多い現場でも活用されています。 

 

                                  

                                  

                        

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２－ 

呼び名 Ｗ Ｗ1 ｔ１ 参考重量 

300 400 167.5 100 91 

400 520 227.5 110 128 

500 620 277.5 120 185 

600 740 337.5 120 217 

蓋のバリエーション 

〈会津若松市街アーケード〉 

〈会津若松市内〉 

グレーチングの位置を寄せ

たサイドスリットタイプも

あります 



 

景観性に優れた嵩上げグレーチングタイプ 

 

景観製を重視する現場に最適です。 

アングル高さは 50～110 ㎜迄選択可能です。 

横断用・縦断用に対応しています。スリット幅が２種類

から選べます。 

 

主な実績 

選択幅を持たせた嵩上げアングルを採用しているため、

上面をアスファルト舗装やコンクリート舗装、インターロッキング敷設、境界ブロックの設置またはそれら

の併用など多種の現場シチュエーションで利用されています。また、排水性でもアングル自体に排水穴を設

けて排水性舗装に対応したことでさらに対応する現場が増えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－３－ 

 

呼び名 Ｗ Ｗ1 ｔ１ 参考重量 

300 400 166 100 91 

400 520 226 110 128 

500 620 276 120 175 

600 740 336 120 211 

800 940 396 130 290 

〈喜多方市３丁目地内〉 

〈双葉郡広野町地内〉 

インターロッキングブロック等の布設に対応するため嵩上げアングルの固定位置を

下げたRG-H／RS-Hタイプもあります。       
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集水性が高い両スロープタイプ 

 

スロープにより集水性を向上させました。 

急な縦断勾配が設定されている場所に横断用としても 

使用できます。 

横断用・縦断用に対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な実績 

蓋の上面に勾配を設けており、Ｆ型よりも高い集水能力があります。また、勾配自体は 2％という弱勾配 

であるため、車両等も蓋の上を違和感なく通過できます。そのため、車道と歩道の段差がない狭い道路な 

ど特に雨水処理を求められる現場で使用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－４－ 

呼び名 Ｗ Ｗ1 ｔ１ 参考重量 

300 400 167.5 103 93 

400 520 227.5 115 132 

500 620 277.5 126 188 

〈平地内、民間店舗駐車場〉 

〈いわき市遠野町地内〉 



 

ブロック交換が容易な根入タイプ 

 

現行の縁石を使用することができ、バリアフリーにも 

対応します。 

縦断用・横断用に対応しています。 

 

 

 

主な実績 

専用の縁石ブロックを持たず JIS 境界ブロックをはじめとして多くのブロックに対応しているた

め、歩車道境界としてのみならず車道と植栽ブロックを並列させたり、Ｒ型のようにインターロッ

キングや舗装を用いたりと多くのバリエーションが好まれています。加えて、蓋と縁石が一体では

ないので側溝の延長と縁石ブロックや上部施工長さを別に検討できる点も評価されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－５－ 

呼び名 Ｗ Ｗ1 ｔ１ ｔ2 参考重量 

300 400 167.5 80 143 97 

〈郡山駅前地内〉 



 

汎用性が高いノーマルタイプ 

 

JIS A 5345に準拠した設計です。 

グレーチング付きタイプと比較して安価です。 

スリット幅が 15㎜と小さいため、自転車のタイヤ

などが挟まる心配がありません。縦断用に対応し

ています。 

 

 

 

 

主な実績 

他のタイプよりも安価であるためコストパフォーマンスを重視する現場では有効なようです。 

民間施工や蓋の上面にスロープを設けているため、通常の道路用側溝に比較して集水能力に優れる

ため代替としての施工も行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－６－ 

呼び名 Ｗ ｔ2 参考重量 

300 400 104 95 

400 520 115 138 

500 620 126 181 

〈平地内、民間店舗駐車場〉 



 

車いすやベビーカーでも安心なバリアフリータイプ 

 

蓋と縁石を一体化することでバリアフリーに対応

します。 

一体化することで施工歩掛が有利になります。 

又、縁石部も割れることがありません。 

横断用・縦断用に対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な実績 

国をはじめとする人にやさしい道づくりを推奨する設計の増加を受けて新規道路整備工事で採用

していただく機会が多々ありました。加えてバリアフリーにするために高さが低い縁石が必要とな

るが蓋と一体型であるため車両通行に伴う損傷を受けにくい点も考慮していただいたのではない

かと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－７－ 

呼び名 Ｗ Ｗ1 ｔ１ 参考重量 

300 400 167.5 103 108 

500 620 277.5 126 201 

呼び名 Ｗ Ｗ1 ｔ１ 参考重量 

300 400 167.5 103 128 

500 620 277.5 126 218 

〈南相馬市地内〉 

〈乗入型〉 
〈一般型〉 



 

 

呼び名 
寸法（㎜） 参考重量 

（㎏） W H a c d f g 

300×300 400 380 300 300 50 80 340 337 

300×400 400 480 300 400 50 80 340 395 

300×500 400 580 300 500 50 80 340 473 

300×600 400 680 300 600 50 80 340 536 

300×700 400 790 300 700 50 90 340 649 

300×800 400 890 300 800 50 90 340 716 

400×400 520 480 400 400 60 80 440 488 

400×500 520 580 400 500 60 80 440 555 

400×600 520 690 400 600 60 90 440 647 

400×700 520 790 400 700 60 90 440 744 

400×800 520 890 400 800 60 90 440 816 

400×900 520 990 400 900 60 90 440 922 

500×500 620 590 500 500 60 90 540 639 

500×600 620 690 500 600 60 90 540 731 

500×700 620 790 500 700 60 90 540 803 

500×800 620 890 500 800 60 90 540 875 

500×900 620 990 500 900 60 90 540 947 

500×1000 620 1090 500 1000 60 90 540 1019 

600×600 740 690 600 600 60 90 640 832 

600×700 740 790 600 700 60 90 640 909 

600×800 740 890 600 800 60 90 640 986 

600×900 740 990 600 900 60 90 640 1063 

800×600 940 700 800 600 70 100 840 1063 

800×800 940 900 800 800 70 100 840 1206 

800×900 940 1000 800 900 70 90 840 1313 

900×900 1060 1010 900 900 80 110 960 1514 

 特殊寸法になります 

－８－ 

側溝の寸法 



 

各種、蓋のバリエーションに合わせてグレーチングを取り揃えております。 

側面にボルト固定を設けることによりガタツキやズレを防止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－９－ 

桝用グレーチング 

Ｆ型 

Ｓ２型 

Ｒ型 



 

１.基礎工 

 

基礎材及び敷きモルタルのレベルを正確にとります。 

※レベルが正確でないと、接合時に引き寄せ金具の施工不良や目地用シール材がうまく入らず、

漏水の原因となります。 

 

〈敷きモルタル施工〉              〈養生〉 

 

 

 

〈参考基礎図〉 

              

                  数値は 10ｍあたりの参考値です 

 

 

 

 

 

 

－１０－ 

種類 製品幅 

（ｍ） 

基礎幅

（ｍ） 

基礎砕石量 

（ｍ２） 

敷きﾓﾙﾀﾙ量 

（ｍ２） 

200 ｻｲｽﾞ 0.30 0.46 4.6 0.08 

250 ｻｲｽﾞ 0.35 0.51 5.1 0.09 

300 ｻｲｽﾞ 0.40 0.54 5.4 0.10 

400 ｻｲｽﾞ 0.52 0.64 6.4 0.13 

500 ｻｲｽﾞ 0.62 0.74 7.4 0.16 

600 ｻｲｽﾞ 0.74 0.84 8.4 0.19 

700 ｻｲｽﾞ 0.84 0.94 9.4 0.22 

800 ｻｲｽﾞ 0.94 1.04 10.4 0.25 

施工手順 



２.側溝の吊り上げ・反転 

 

ⅰ）施工・反転用吊り金具は根本まで確実に差し込んでください。 

ⅱ）ワイヤーは垂直に吊り上げます。 

  ※吊り上げ・反転の際は危険ですので、真下・真横での作業はしないでください。 

 

 

〈吊り金具〉                 〈吊り金具取り付け〉 

 

〈製品反転〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１１－ 



３．側溝据え付け 

 

ⅰ）起点に合わせて一本目を設置します。 

  ※２本目との接合面はシール材のない面を向けます。 

ⅱ）２本目の側溝をシール材の付いた面を１本目の側溝の端部に軽く押し当てながら５㎝上方よ 

りスライドさせて吊り下ろします。 

  ※側溝と側溝の間に敷きモルタルが入り込まないように、接合面下の敷きモルタルを少しか 

きとります。 

 

〈１本目施工〉                〈２本目－シール材を接合面に〉 

 

〈２本目－スライドさせて吊り下ろし〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１２－ 



４．接合 

 

ⅰ）相手側の側溝にシール材を軽く押し当てながらカナテコやバール等（５００サイズ以上はレ

バーブロックで引き寄せる方法もあります）で施工します。 

  ※施工の際に強く当てすぎると製品を破損する可能性があります。 

  ※側溝間にズレがあると漏水の原因となります。 

ⅱ）側溝の連結プレートインサートから詰まり防止用保護キャップをマイナスドライバー等で取

り出します。 

ⅲ）連結プレートを取り付け後、ボルトを締め付けながら側溝同士を連結します。最終押し寄せ

間隔は０～2 ㎜となります。 

それ以上開く場合は原因を取り除いてから再度押し寄せてください。 

  ※連結プレートは左右均等に締め付けないと側溝の破損・漏水の原因となります。 

 

〈側溝の設置〉                  〈連結プレートインサート+保護キャップ〉 

 

 

〈連結プレート取り付け〉 

 

 

 

 

 

 

－１３－ 



５．蓋の据え付け 

 

ⅰ）側溝のロックピンインサートから詰まり防止用保護キャップをマイナスドライバー等で取り

出します。 

  ※蓋のロックピンインサートに詰まりがないか確認します。 

ⅱ）側溝のロックピンインサートにロックピンを立てます。（１ｍあたり４ヶ） 

  ※ロックピンの上下を確認してください。施工不良の原因となります。 

ⅲ）位置を合わせながら水平に降ろし、蓋の上で跳んで押し込みます。 

  ※蓋に強い衝撃を与えると破損・クラックの原因となります。 

  ※側溝のロックピンインサートと蓋のロックピンインサートが水平でないと施工不良の原因

となります。 

 

〈ロックピンインサート+保護キャップ〉   〈蓋の据え付け〉 

 

 

〈ロックピン詳細〉           〈水平に降ろす〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１４－ 

□上

□下



６．コーナー施工 

 

ⅰ）側溝を設置後、現場打ちをして流水面の空隙を埋めます。 

ⅱ）蓋と蓋の間の隙間に合わせて加工した薄鉄板（1.2 ㎜～程度）を挟み込みます。 

ⅲ）蓋のグレーチング部分と蓋と蓋の間を現場打ちコンクリートが漏れないようにせき板などで

ふさぎます。 

ⅳ）コンクリート打設後、表面を仕上げます。 

 

〈コーナー部例〉               〈薄鉄板+せき板〉 

 

〈コーナー部施工例 1〉          〈コーナー部施工例 2〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１５－ 



 

１.流量表 

 

－１６－ 

参考資料 



 

 

 

 

 

 

－１７－ 



２.歩掛り 

 

 

 

－１８－ 


	マルチカタログ　P1
	マルチカタログ　P2
	マルチカタログ　P3
	マルチカタログ　P4
	マルチカタログ　P5
	マルチカタログ　P6
	マルチカタログ　P7
	マルチカタログ　P8
	マルチカタログ　P9
	マルチカタログ　P10
	マルチカタログ　P11
	マルチカタログ　P12
	マルチカタログ　P13
	マルチカタログ　P14
	マルチカタログ　P15
	マルチカタログ　P16
	マルチカタログ　P17
	マルチカタログ　P18
	マルチカタログ　P19

